
 

プレスリリース 

2015年 9月 

鈴木ヒラク	 SUZUKI Hiraku 
GENZO 
 
会期：2015年 9月 25日（金）−	 2015年 11月 7日（土）  

オープニングレセプション：2015年 9月 25日（金）18:00 − 20:00 

開廊時間：火−土 12:00 − 19:00（日月祝休）  

 

鈴木ヒラクは、「ドローイング」を絵と言葉の間に存在する行為と定義付け、描くことの新しい

可能性を探求しているアーティストです。 

 

鈴木の制作は、平面、インスタレーション、壁画、

映像、彫刻、パフォーマンスなど多岐に渡ります。

鈴木にとってドローイングとは、ルネサンス期以降

の美術史で定義される下書きや古典主義的な内面

の表出としてのそれではなく、すでに日常に遍在し

ている記号の痕跡を、点と線に解体し、再配置する

ことによって、時空間に新たな回路を生成するため

の思考や表現を意味します。オルタナティヴな考古

学と称するその手法は、人工と自然、過去と未来、

内と外といった様々な境界を行き来しながら、ドロ

ーイングの領域を拡張し続けています。 

 

GENZO（2014-）は、真っ暗なトンネル内部に黒い

紙とシルバースプレーを持ち込み、何も見えない状

況の中で瞬発的に描いたことから始まった新しい

シリーズです。この手法は、洞窟の暗闇の中で描か

れたネガティブハンドを想起させ、暗室でネガフィ

ルムを現像する写真の行程とも近似するところが

あります。タイトル GENZOには、現像の他、幻像

や原像という意味も含まれています。 

 

Double Eclipse（2015）は、ステンレス鋼を素材として、太陽・月・地球ともうひとつ別の星

が一直線に整列した時、その延長線上の視点からそれらを見るという、天文考古学的／宇宙科学
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紙にシルバースプレー、シルバーインク	 

 

 



 

的に“存在するかもしれない”瞬間をモチーフに制作されました。途方もない時間や距離の隔たり

を二次元に定着させるという、文字や記号が持つ本質的な意味を主題としています。手書きのド

ローイングをもとにレーザーで切り出されたステンレス鋼が、鑑賞者の視点の移動に伴って、物

質（鉱物）と非物質（イメージ）の間に光学的現象を起こします。 

 

世界各地で入手した博物館のカタログページ上

の様々な遺物の写真の輪郭をなぞり、切り抜い

てステンシルを作成し、そこにシルバーのスプ

レーを施す casting（2010−）シリーズは、かつ

てあったものが輪郭と影だけを残してもとの記

憶を消され、未知の物体のような輝きと立体感

を伴って再び現れる作品です。ものの痕跡の型

を取ってネガをポジに反転することで、新たな

イメージを出現させる行程は、金属による鋳造

や、写真を現像するプロセスとも通底していま

す。 

 

MISA SHIN GALLERYで初めとなる今回の個展

では GENZO、casting シリーズの作品に加え、

本展のために制作したステンレスを素材にした

新作、Double Eclipseを展示いたします。様々

な手法でドローイングの領域を拡張し続けてい

る鈴木ヒラクの世界をお楽しみ下さい。 

 

 

鈴木ヒラク  SUZUKI Hiraku 

1978 年、宮城県生まれ。神奈川県在住。“描く”という行為を主題に、平面、インスタレーション、壁画、

映像、パフォーマンス、彫刻など多岐にわたる制作を展開。時間や空間の生成と変容の方法として、ドロ

ーイングの領域を拡張し続けている。主な展覧会に「かなたの記号」国際芸術センター青森（青森、2015）、

「ソンエリュミエール、そして叡智」金沢２１世紀美術館（石川、2012）、「六本木クロッシング 2010展：

芸術は可能か？」森美術館（東京、2010）他。 

 

お問い合わせ：info@misashin.com	 tel:03-6450-2334 
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博物館のカタログ切り抜き、シルバースプレー 

 


